
9)嶋田誠 ･早川祥子 ･杉山串丸 (2000)西アフリカ､ポッソウおよびニンバの野生チンパンジ

ー群における生態学的 ･熊田迫伝学的研究 (予報).節3回サガ･シンポジウム ｢大型類人

猿の研究 ･飼育 ･自然保護-現状と未来-｣(2000年 11月,犬山).
10)庄武率先 (2000)マントヒヒの起源について.日本ナイル,エチオピア学会節 9回学術大会

(2000年4月.京都).講演要旨集 p.10
ll)山根明弘 ･庄武孝苑 ･岩本俊孝 ･森明雄 ･Boug,A.(2000)サウジアラビアのマントヒヒに

おけるユニット内･ユニット間の血縁構造.日本岬乳頬学会 (2000年9月,大阪).誹杭要旨

炎 p.58.

12)山根明弘 (2000)サルでもできるマイクロサテライト多型解析.日本晴乳郊学会自由集会

｢朝掴 迫伝学～はじめの一歩,あともう一歩～｣(2000年9月,大阪).講演要旨集 p.27.
13)山根明弘 ･庄武孝義 ･森明雄 ･Boug,A.･岩本俊孝 (2001)サウジアラビアのマントヒヒ

におけるユニット内の血縁構造.第48回日本生態学会 (2001年3月,熊本).講演要旨集

p.179.

系統発生分野

茂原信生 ･相見 満 ･高井正成 ･本郷一美

<研究概要>

A)東アジアの化石霊長類の進化に関する研究

茂原侶生 ･高井正成

ミャンマーの中期始新世の地層から産出する英独類の化石を収集･検討し､六校規の起源と

アジアにおける進化に関しての研究をおこなっている｡2000年度はミャンマー迎邦中央部のボ

ンダウン地域に広がる中期始新世末期 (約3700万年前)の地層で発掘調査をおこない､アンフ

イピテクスAmphLbL'thecusの上顎骨と新種と思われる下顎遊維大臼歯などを発見した.これら

は最古の其猿類化石につながる貴重な発見であり､真猿類 (高等霊長類)の束アジア起源の可能

性を示唆している｡

B)インドネシアの霊長類の研究

相見 浦

インドネシアの現生および化石霊長類の系統 ･進化･分類について､詳細な研究を行ってい

る｡

C)南アメリカにおける第三紀の化石霊長類の研究

高井正成 ･茂原侶生

(1)ボリビア国のサジヤ地域において後期漸新世 (約2500万年前)の地層で発掘調査をお

こな'っている.BmnL'sellaは現在知られている侵古の広舟独類化石であり､その形態は原始的

な広見猿郡の状態を保っている｡この形態を他の化石･現生広見猿規と比較することに一より､広

見独規の起源に関する問週について検討している.

(2)コロンビア国のラベンタ地域において､中和中断Ltt･(約 1500万年前)の地層の発掘調

査を継続している｡同地域から見つかる校数の化石種と現生種との関連性をもとに､現在の広鼻

独柳の形態的な多様性について系統分規学的研究をおこなっている｡
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D)ゴールデンラング-ルに関する研究 .

相見 浦

ブータンに分布するゴールデンラング-ルの分布調査を行った｡

E)ニホンザルの時代的な変化､ならびに分布の変遷に関する研究

茂原信生 ･相見 満 ･本郷一美 ･川本 芳 1)･毛利俊雄 2)

古代ニホンザルの形態､分布の時代的な変化を研究している｡比較資料として現生のニホン

ザルの形態調査も併行して行っている｡おもに頭蓋骨の形態､歯牙形態の調査を中心にしている｡

この研究では形態進化分野との共同研究を､また､古代ニホンザルのDNAに関連した研究では

所内の集団遺伝分野との共同研究を､さらには他大学の研究者と共同研究を行っている｡

F)家畜の系統とそれに基づいた日本人の起源に関する研究 //
茂原信生 ･本郷一美

形態的特徴から日本の在来家畜 (特にイヌとブタ)の系統を探り､さらに人間集団の移動お

よび日本列島への渡来について探る研究を行っている｡イヌは人とともに移動するので､イヌを

追求することによって人の移動の傍証を得ることが出来る.また､中国､ベ トナムのイヌやブタ

の起源に関する研究を､形態ならびに遺伝子の両面の分析を所外の研究者と共同で行っている｡

G)西アジアにおける家畜の起源に関する研究 .

本郷一美

西アジアにおける家畜飼育の開始と牧畜の発達の過程を解明するため､トルコ東南部のチャ

ヨヌ追跡 (先土器新石器時代)から出土した痛乳動物骨の同定分析を行っている｡

<研究業境>

論文

一英文-

1)Hongo,H.&Meadow,R.H.(2000)FaunalremainsfromPrepotteryNeolithiclevelsatCay8nu,
southeastemTurkey:apreliminaryreportfocusingonpigs(Sussp.).In:ArchaeozoologyoftheNear

EastIVA(eds.Buitenhuis,H.,Mashkour,M.良Choyke,A.L.).Groningen,ARC-Publications,

Groningen,pp.121-140.

2)Ishiguro,N.,N.Okumura,A.Matsui&N.Shigehara(2000)MolecularGeneticAnalysisofAncient

JapaneseDogs.In:DogsThrough Time:AnArchaeologiCalPerspective(ed.S.J.Crockford).BAR

InternationalSeries889:287-292.

3)Shigehara,N.&‖ongo,H.(2(X沿)AncientRemainsofJomonDogsfromNeoli血icSitesinJapan.Dogs

rnlrOughTme:An ArchaeologiCalPerspecdve(ed.SJ.cmckford).BARIntemadonalSeries889:61-67.

4)Tsubamoto,T.,Hムlroyd,P.A.,Takai,M.,Shigehara,N.,Åung,A.K.,TinThein,AungNaingSoe&

SoeThuraTun(2000)Upperpremolar dentitionsofDepereteLLab.'T7nanL'ca(Mammalia:

Perissodactyla:Deperetellidae)fromtheEocenePondaungFormation,Myanmar.Paleontological

Research4(3):183-189.

1)集団遺伝分野 2)形態進化分野
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5)Tsubamoto,T..Egi,N.,Takai.M.,Shigehara.N.,Åung.A.K.,TinThe主n,AtJngNaingSoe&Soe

ThuraTun(2000)ApreliminaryreportontheEocenemammalsofthePondaungfauna.Myanmar･

AsianPaleoprlmatOlogy1:29-101.

-和文-

1)茂原侶生 ･本郷一美 (2000)鳥浜貝塚 (福井県)出土の縄文時代前期のイヌとオオカミ.
瓜浜貝塚研究 2:23-40.

稔鋭

一和文-

1)茂原信生 (2000)アジア･アフリカにおける英独規の進化の研究.日本学術振興会,学術

月報 53(10):24-28.

報告 ･その他

一和文-

1)相見浦 (2000)国際命名規約が改訂された.霊長頬研究 16:55-57.

2)接井秀雄 ･茂原侶生 ･芹揮雅夫 (2000)更埴条里追跡 ･屋代遺跡群 ･窪河原in跡出土の古

代 2･中世 ･近世の脊椎動物迫存体.長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告辞 50,｢更埴
条里遺跡 ･屋代追跡群-古代 2･中世 ･近世編,日本道路公団 ･長野県教育委月会 ･長野県

塩蔵文化財センター.pp.239-251.

3)茂原信生 (2000)更埴条里遺跡 ･屋代遺跡群 ･窪河原遺跡から出土した古代2および中世の

人骨.長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告昏50,｢更埴条里遺跡 ･屋代追跡群-古代 2･
中世 ･近世揃,日本道路公団 ･長野県政育委員会 ･長野県埋蔵文化財センター.pp.220･238

4)茂原倍生 (2000)宮沢中村追跡 (山梨県)也土の江戸時代人骨.｢宮沢中村追跡｣一般国道

52郷改築工事に伴う塩蔵文化財発掘調査報告書,山梨県塩蔵文化財センター調査報告轄 節

181典,山梨県埋蔵文化財センター.pp.46-53.

5)茂原信生 (2000)郷土遺跡出土の人骨 (古墳時代)と脊椎動物迫存体 (縄文時代).上信越自

動車道 埋蔵文化財発掘調査報告昏 19;一一小諸市内一3--,三子塚遺跡群 ･三田原追跡群 ･岩

下追跡 ･石上遺跡群 ･郷土遺跡 ･束丸山追跡 ･.西丸山遺跡 ･深沢遺跡群,本文綱,日本道

路公団 ･̀長野県教育委員会 ･長野県埋蔵文化財センター.pp.415-419.

6)茂原信生 (2000)松原遺跡出土の人骨 ･脊椎動物遺存体 (中世 ･古代絹.上信越自動車道埋蔵

文化財発掘調査報告昏 6;一一一長野市内 その 4-,｢松原遺跡 古代 ･中世本文綱｣;長野県
塩蔵文化財セシター発掘調査報告昏 53,日本道路公団 ･長野県教育委月会 ･長野県蚊蔵文

化財センター.pp.375-422.

学会発表 ･講統

一英文-

1)Eg主,N.,Tsubamoto,T.,Takai,M.,Shigchara.N.,AyeKoAung,AungNaingSoe,SoeThuraTun,

TinThe主n.&MaungMaung(2000)PreliminaryreportonPondaungmammalianfauna(Eocene;
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